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は許 されないと思ふが､併乍ら従来の ｢ビ｣i則定法が不備である事が明白とな･bた｡

一般病原細菌 (肺炎球菌､ヂフテ 1)-菌等)の ｢ビ｣と同じや うな考へ方で､ 結核菌の夫を表はす

棟に耳夫すべきカもそれとも結核菌独得の ｢ビ｣の樽念を必要とするかO,滞乗に侠つべき華 庫であるO

倫接辞内の生結核菌 を可及的定量的に分離培養するには苛性嘗蓮等の薬剤による前処置は可及的避

けた方が よく､止むを得なV･,場合には NaOH の膿度を1%に止むべきである.
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(其 の 3) ツ ベ ル ク 17ン 一に 的 す る 研 究

ツベルク リン特にその製法に関する再検討

(続報) ｢ヅ｣の多糖体劃分及び蛋自体劃分 と皮内反騰 との関係

白 石 正 雄

(本稿の要旨は昭和25年9月3日帝核研究会読機会及び第26回日本庫核病学会に於て清遊した)

純 音
])2)箆)

既に著者は前報に於て､ ｢ツ｣ 多糖体は透析性 を有 し､ 綜核モルモッ ト皮円戊腰の24時間値 (アル

ツス型)に関係 し､致死戊臆と関係なtく､蛋白体は5-9% コロヂサム膜を透析するが､10%膜を透析

せず､皮内反麿の48時間値.(ツベルク1)ン型)及び致死反臆 と碕填た関係を有することを述べたO 今

回は強毒人型菌朝倉株及び 易易毒人型菌青山B株の ｢ツ｣多糖体劃分及び蛋白体劃分を分離して皮内反

膝を検 した結果､上述の知見を確認 しえたので報告する.

'鷺換方法

1 J｢ッ｣多糖体部分及び蛋白体劃分の分離港

第1図にしめすように､ 強者^型朝倉株 ソ- トン増血8週培養液 (培地原液量 700C.C.)を滅菌液紙に

て菌体溝別､洩液を さらに ChamberlandL3Filterにて洩過後10% Collodion膜限外 混過法 にて

1/10畳に濃縮 したo

a) 多糖体劃分の分離

コロヂウム膜通過液は20%三塩化酪酸による沈澱反騰陰性､ モ-1)ツシ-反膝張陽性､ -ンヒド･1)

ン反膝中等度陽性､ ミロン反感中等度陽性であって､ その45C･C･に9倍畳の純酒精を加えると自沈を生

じ､翌 日上清直上傾後､滅庄乾燥､更に電束定温碁中にて充分乾燥 し､撞衣黄色粉末 5.0mgを得たo
ヽ

このものはモーリツシ-庚磨強陽性､三塩化酵酸による沈澱反臆は陰性であった｡ 青山B棟にては ヅ

ー トン培地3舟培養 (培地原液量200C.C.)の培養漣液を上記同様限外滴過法にて%量に渡精 し､その通

過液10C.C･.より上記同様にして酒晴沈澱をつ くり､之を乾燥して襖衣黄色粉末2.7mgをえたo

b) 蛋自体劃分の分離

弱毒人型青山B棟 ソー トン培地9過培養 (培地原液量400C.C.)をChamberlandL3Filterにて液過 し

たのち､5%コ.2ヂサム膜限外滝過法にて1/10量に濃縮 したoこの濃縮液をPt17･0に修正 したのち､硫

酸安門を完全に飽和し､生 じた自沈を責衷心､上清をすて氷堂内にて五酸化燐 (P203)にで乾燥 したO

こ にゝ褐色固形物質 と硫酸安門結晶の 混合物をえたので､0.5%石衣酸水5C.C.に捧解し､10%コ77ヂ

ウム膜にて6日間透析して硫酸安門を除去したo 透析嚢内容を寧寄定雄終円にて乾燥 し､衣白色粉末
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1.3mgをえたよ この ものの水溶液は三塩化轄酸沈澱反磨陽性､ ミロン反感陽性､-ンヒド1)ン反臆疑

陽性､モーl)ツシ-反厳は殆んど陰性であったo 朝食株 ｢ツ｣蛋自体はソ- トン培地10逓増婁液を濃

縮 しないで､寓ちに硫酸安門発会飽和し､以下同様にしてえた次鴇色粉末1･Omgを皮円庚膝に供 した0

2 結核モルモッ ト皮内反膝

モルモ､ツ ト3頭にフランクフル ト株 1mg を皮下按極 した後､ 11日上記 2株の ｢ツ｣多糖体 0･1mg

(100γ)､0.01mg(10γ)､0.001mg(1γ)､.0.0001mg(0.1γ)を皮円に注射 し､3,6,24,48時間値を観

察 した｡ 蛋白体は同様F株を接種したモルモツ∴ト3頭に感染23日､ 0･01mg (▲10γ)､0.001mg (1γ)､

0.0001mg(0.1γ)､0.00001mg(0.01γ)を皮内に注射 し､3,6,24,48時間値を観察した｡

第 1表 ｢ツ｣多糖体 の皮内反感 (F株 感鞄11日後)

菌株 牲 射 畳 3時間伯 (lut上1) 6時間他 (TnT.ll) 24時間 値 (lnln) '48時間値 (Iu一n)

顔 0.lltlg 11x1111x1110×10L18×1812×1114x14葛17×1913x1516x1712x13 -

.倉秩 O.01/y 7x8 8x7 7×810x10 9x8 7x712×12 4x4 7x7 6x6■ -

0.001/y 6×6 6×6 6×6 6x6 63<6 5x5 4×4 3x3

0.0001/y 4x4 5x5 5×5 4x 4 5×5 4x 4】3x3 -

育 0.1/r 11x1111×1110×1115×1512×1214x1438×8 6×5 9×8
山 0.01/y 8×8 9×10 8×8 9×1010×11 9×8】LllX12 5×5 7x7

B 0.001≠ 6x6 6×6 6×6 7x7 8/8 6x6 4×4 -
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弟2表 ｢ツ｣蛋 白株体の皮内反麿 (F枚感染23日後)

菌株 注 射 畳 3時間借 (mln) 6時間借 (mTn) 24時間値 (mtIl) L 48時間値 (ⅠnTn)

朝 0.011ng11×11 9×9 11xll15x1515×1513×1327×2321×1721×2326×2616×1619xl

倉秩 - 0.001/y .9×9 7×7 9'×912x13-12×1110×1018×18.13×1313XlJ517×1810×10_7x7

0.00014.6×6 5×5 7x710×11 8×8 8×810x10 9x9 8×9 7.×7 5x5 5×5

0.00001/y 4x4 3×3 5×5 8x8 6×●6 6×6 7×6 6×6 .6×6 4×4 3x3 3×3

育 0.01/y 12×12 9×9 11×1114×1512×1312×1327×2419x1921×19■32×2916x1717×1

山 0.001/y 9x9 7×_7 9×912×1310x10 9×1017×1910x1012×1212×1110×10 7×8

B 0.00014 7k7 5×5 7×710×11 7x7.7×810×10 7×7 8x9 _7×7 5×5 5〉く5

EBEf:UEEB

多糖体及び蛋自体各部分株釈液0･lc･C･宛注射直後､局所は梢々充血した水痘をつ くり..周辺は蒼白で

あったが､次第に偏平化 し拡大した. 30分攻には南径10-11mmの円形蒼白な水痛 とな り､ 中央破僅

かに小さい発赤を嘩っていた｡即ち ImmediiteorEarlyReaction壱あった｡ シ摘 間後には水痘直

径11-12mmとな り,2時間後から急速に水痘の発赤度を増 し､3,6,24時間･--･と逐次反臆の大きさ､

浮腫の箆 を増 した｡即ち DelayedReactionであった. ′

第1表 より明かな如 く､多糖体劃分の皮内庚麿は3時間後耽晦相当大きな発赤 と妄 り､6-24時間値が

最大とな り48時間後には殆んど陰性になった｡即ち多糖体部分の皮円反膝はアルツス型反臆であった.

第2表より明かなように､蛋自体部分の皮内反膝 も3時間後相当強い発赤 となつ.たが､庚臆は24-48

時間彼最大とな り､多糖体より柏や退 く持続 した｡ 即ち蛋白件の皮内反麿はツ云ルク.)ン型庚鷹であ

った｡ 多糖体劃分 と蛋白体劃分の皮内反臆の張さの比は大約 1:.100であった｡ 何､朝倉株と青山B件

の各劃分の皮内反騰の差違は多糖体劃分の反鷹に於て極めて明瞭であった｡ 蛋自体劃分の反膳にでも

何棟の差違を認めたがi多糖体程著明ではなかった.

考 ' 頼 ′
4) 5)

既に報 じた ように MaschmannundKtister,糟谷等によって ｢ツ｣多糖体は非透析性の 皮膚因子

(Hautstoff,α-Stoff)､蛋白棒は透析性の致死因子 (Tod-Stoff,β:Stoff)とされた｡しか し前報の如
＼

く､ 多膳体は透析性であ り､蛋自体は5-9%コロヂウム膜を透析する低級蛋自体とこれ等の コロヂウ

ム膜を通過 しない非透析性の犬分子の蛋自体を混 じていることが分った｡また多糖体劃分が6-24時間

値を最大とするアルツス型皮内涙腺を呈し∴ 蛋自体劃分が24-48痔闇値を最大とするツベルク1)ン型
6)

皮内虎麿を量することは本報にて確認せられた｡これはさきにFl.B.Seit光rtによっても認められたO
7)

費近 HeーidelbergerandMenzelによって結核菌体多糖体が血清反癒(沈降炭塵)のうえか らSp∝ies-

Specificityを有することが報ぜ られ夜.本実験に於て朝倉株 と青山r株の差違がrツ｣蛋自体劃分 より

も ｢ツ｣多糖体劃分の皮内反感に於で一骨明確に示された｡このことは 打eidelbrgerandMen乞el等
8)

の考えを轟音するものといえるoSeibertは張毒株と勇者毒杯の｢ツ｣蛋白のN畳を等しくすると同じ力債

であるとのべているが､著者の実験にてモル干ツ用吉核感染23日の皮内反麿にて両株の頚自体劃分皮内

反感に明かな差違 を認めなかった｡多糖体劃分に蛋自体が混在 していたとすれば､ツベルク1)ン型庚臆

にならねばならぬのであるが､多糖体を精製してNをなくすると皮内反膝 もな くなったという戸田教授
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9) 10)
の報告は次の麓会に検討したいo CournandandLester等は結核菌体多糖体の 皮内反厳に早期反騰

(ImmediateorEarlyReaction)とアルツス型反感を認めたo Es.R.Long も之を承認 したこと

は著者の成績とも-致 しているO .尚 CournandandLester等が 菌体蛋白件と多糖体の皮内反感の

比は100であると述べているが､著者の ｢ツ｣蛋唐体劃分と多糖体劃分の皮内反膝o:)張さの比と一致し

ているo

結 論

張葦人型菌朝倉株､弱毒人型蘭青山B棟の ソーナン培地培養加熱混液 より10%コロヂサム膜限外洩

軍法にて1/10畳濃縮液をつ くり､ 硫酸安門飽和法及び酒精沈澱法によって蛋白体部分及び多糖体劃分

を分審 したO各部分の結核モルモツt皮内反膝に於て､注射直後 より1%時間後までは蒼白な水癌の中

央に僅かに発赤を伴 う ImmediateorEarlyReactionであった｡2時間後 より急速に水痘全体の発赤

度を増 し､DelayedReactionにな り､以後 3,6,24時間･.･･････と逐次発赤の大きさ､その強さ､浮隆が

埼漬した｡多糖体部分は6-24時間値を最大とするアルツス型反厳を星し､蛋白俸部分は24-48韓闇値

を貴大とするツベルク')ン型反厳を星 した｡ 多糖体劃分 と蛋自体劃分の皮内反厳の張さ甲比は､およ

そ1･'100であった｡ 朝倉株と青山B棟の各劃分の皮内反鷹甲差違は多糖体劃分に於で､蛋自体劃分 よ

りも-唐嘲確に認めた.

掬輩IJ{当 り櫨Eq教授の御指導御校閲を深謝す ｡
?
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